
⽇ 時︓2016年11⽉15⽇（⽇）10時〜16時
会 場︓東京医科⻭科⼤学M&Dタワー 鈴⽊章夫講堂
担 当︓東京都細胞検査⼠会

三宅真司、阿部 仁、澁⽊康雄、町⽥和久、稲垣敦史、⾦室俊⼦、
⻑尾 緑、鈴⽊美那⼦、吉⽥志緒⼦（9名）

第11回がん患者⼤集会参加報告書

第11回がん患者⼤集会に協⼒した東京都細胞検
査⼠会メンバー
（東京都細胞検査⼠会会⻑が撮影）



今回のがん患者⼤集会のメイン会場は東京医科⻭科
⼤学であったため、サブ会場であった前回より多くの
参加者がみられた。事前登録者および当⽇申し込み者
を合わせ、200名を超える参加があり、医療ジャーナ
リストの参加もみられた。また、会場⼊り⼝のフロ
アーには、患者会のブースも置かれ、例年より各種資
料も多く並べられていた。

[受付にて]

[シンポジウムの様⼦]

プログラム

我々の協⼒内容のほとんどが会場外であったため、詳
細な講演内容等は分からないが、シンポジウム及びア
ピール⽂の採択は聴講する事ができた。質問⽂からは、
最新の治療に関するがん患者さんの関⼼や期待の⼤きさ
をうかがうことができた。この事はアピール⽂にも反映
されていた。
シンポジウムの内容は、がん対策基本法改正に関する事
項であった。各先⽣⽅から基本法改正への要望として
・放射線治療を⾏う⼈的な問題の解決
・免疫療法を⼊れる
・夜間⼿術などの評価をしてほしい
などがあげられていた。

● ● ●東京都細胞検査⼠会の協⼒内容● ● ●
受付係︓事前登録者の確認

︓資料の配布と座席案内
︓メーカー提供品の配布

案内係︓最寄駅から会場までの案内
写真係︓会場および演者などの写真撮影
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



今回採択されたアピール⽂の内容は以下のとおりである。
厚⽣労働省あて
・がん対策基本法改正などの際に、がん患者の声を反映させること
・新しい治療法、新薬などの開発に国をあげて臨むこと
・適切な情報ががん患者に届くように環境を整えること
・がん患者の⽣活⽀援・就労⽀援に⼒をいれること
医師会あて
・地域で安⼼して治療がうけられるよう、地域包括ケアなどに取り組むこと
・在宅の緩和ケアの推進に取り組むこと
・地域のがん患者への理解と⽀援を⾏うこと
がん患者と家族あて
・正しい知識を得るため勉強をしていくこと
・⽀援センター、サロン等を活⽤し、孤⽴することなく⽣活の質を維持して
いきましょう

これらのアピール⽂は厚⽣労働省、⽇本医師会に渡された。

NPO法⼈がん患者団体⽀援機構 浜中和⼦ 理事⻑
開会のご挨拶

少しずつではあるが、細胞検査⼠会におけるがん患者⼤集会への協⼒体制が整いつつ
ある。主催の⽅々にも「検査⼠会さん」と存在を覚えていただけており、今後も良好
な関係を保ちながら、がん患者の⽅々のことを知り、また細胞検査⼠を認知していた
だくため協⼒する環境を整えていければと思います。

次回の第12回がん患者⼤集会は10⽉9⽇（⽇）本会場を秋⽥市で、サブ会場を
東京医科⻭科⼤で開催予定ですので、会員の皆様のご後援、ご協⼒をお願い致します。

⽂責 細胞検査⼠会 渉外委員会
吉⽥志緒⼦


